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1　まえがき

実際の環境で高分解能到来方向推定を実現するには,
誤差要因の影響を取り除くための校正を施す必要があ
る.本稿では,本来存在しない素子を仮定して仮想的に
アレ-素子数を増加して校正を施す手法を提案し,実験
データによって有効性を検証している.

2　受信信号モデルと提案する校正手法

素子数Lのリニアアレ一に,波長人の平面波が方位
角方向OkからK波到来する晩受信信号は以下のよう
に表される.

£(t) - CAs(t)+n(t)　　　　　(1)

ここで, LxL行列で表される行列Cが種々の誤差を

含む誤差行列であり,この行列Cを校正行列と呼ぶこ

ととする・ AはLxKのモード行列, s(t)は信号ベク
トル, n(t)は雑音ベクトルである.

従来手法[1]では, 1方向のDOAが既知な〃個の

参照データを用いて校正行列Cを推定する.ここでは,

実在のアレ-素子の他に,本来存在しない仮想素子がア

レ一に付加されたものと仮定した場合の校正行列を考え

る.実在のアレ-素子数をL,実在素子と仮想素子を含

めた仮想アレ-素子数をL'(>L)とする.従来のLxL

の校正行列Cを・仮想素子によりLxL′の行列Cexの
様に拡張することで,校正精度の改善を図る.雑音部分

空間と信号部分空間の直交性より次式が成立する.

(m)Ha(0m) - e¥m)HCcxaex(6m) - 0　(2)

ここでet(m)(z-2,3,-I,L)tまm番目の参照データに

対応するi番目の雑音固有ベクトル,丘{Or,はm番目の

参照データの誤差を含むモードベクトル. aex(0m)はm
番目の参照データの到来波の拡張モードベクトル, 〃は

複素共役転置である.式(2)において, 〟個の校正デー

タセットがあれば,拡張校正行列Cexが導出される.

3　実験データによる評価

1波到来時の実験パラメータを表1に示す.図1のよ

うに半波長等間隔リニアアレ-を形成し,校正の際に考

える仮想素子は地板のエッジに配置し,ここでは4隅

に配置した際の精度を検証する.また,仮想素子による

校正精度を検証するために雑音はなしとした.図2は,

MUSIC法により到来方向推定を行い, -60° ~ +60°間

で5°間隔の, 4素子実在アレ-及び8素子仮想アレ-

で校正を施した時の推定誤差の絶対値を表している.従
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来手法の4素子実在アレ一による校正よりも,提案手法

の8素子仮想アレ一による校正の方が推定誤差を小さく

できており,提案手法の有効性が確認できる.

MX

本稿では,本来存在しない仮想素子を仮定して仮想的

にアレ-素子数を増加させる校正手法を提案した.実験

データにより提案手法の有効性を示した.
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表1実験パラメータ

素子 1/4 波長モノポール

実在アレー素子数 4
仮想アレー素子数 8 (4+ 4)

周波数 2.4 [G H z】

外部参照波 - 70°~ + 70°

10°間隔 15 波

; real element O : virtual element

図1実在素子と仮想素子の配置
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図2　DOA推定誤差
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